








Study on the Actual Condition of the Space Composition in Dwellings 
from the Viewpoint of the Relation between 
Family Rooms and the Other Rooms 
一 Comparisonbetween Dwellings in Housing Magazines 
and Newly Built Detached Housings in Fukui City -
Yasuhiro SAKURAI and Kenji ASAI 
(Received Aug. 28， 1992) 
This paper aims to typify the relatioIl bctween family rooms and the other rooms from 
comparison between dwellings il housillg magazines and newly built detachcd housings 
in Fukui city. 
80， the relation between family rooms and the other rooms has been examined in 
eight types. Main conclusions are as follows : 
1. The composition of these eight types are greatly connected to the scale of arnily 
1'00111s. 
2. The change of thc composition caused bヅthescale of total floor differs according 
to thc scale of family rooms. 
3. The cha1'acte1'istics of the composition are also different for the two groups of 














市)と、 『ニューハウス~ (ニューハウス出版社)と r新しい住まいの設計.!I (扶桑社)の両誌の






の面積規模により 10rri(6畳)未満を rE.Jタイプ、 10--20ri(12畳)未満を rD E. Jタイプ、 20----30














公室規模:ま、福井市では rLDKj31%、 r L K J 42%、 r D K J 26%、 「五 J1 %、住宅雑誌
では rL D K j 64%、 r L K J 25%、 r D I¥:J 9 %、 「五J2 %、となっている。居室数ば福井市
では、「なしJ4%、r1室J29%、r2室J40%、r3室J16%、r4室-J11%(平均2.1室)、
これに対し住宅雑誌では、 「なしJ7 %、 r 1室J47%、 r 2室J27%、 r3室J14%、 r4室"-J
4% (平均1.8室)である。住宅雑誌と比較して、福井市で!ま公室規模は小きく居室数は多いという
特徴がみられる。
公室規模と居室数の関係では、福井市・住宅雑誌ともに rL DKJと rLKJとでほ違いはあま
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は、住宅雑誌は1位の rLDK，.Jと2位の rLDK+ .Jの両者で全体の30%占めているのに対し、福
井市では多様なタイプに分散していることが特徴
である。
E1-日.9 ~-1.9 鹿沼 -2.9 _ 3- (%) 
図3 公室と居室の構成(福井市)
EJ -日.9 ~ -1.9 ~-2.9 圃圃 3- (%) 
図4 公室と居室の構成(住宅雑誌)
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表2 住空間構成の主要なタイプ 表3 公室規模別の主要なタイプ
ネ面井市 (%) 住宅雑誌 (先) 福井市 C%) 住宅雑誌 (%) 
l p.回 19.5 1 LK・. 8.0 1 LDK.. 19.4 
..•....... 
2 p+(..) 12.9 2 I P+圃 16.7 2 山K.・ 6.8 2 山K+. 11.5 ・ー ・ ， -・ ...... 
3 p.(・・) 9.3 31Pのみ 7.4 3 LK +(・・) 5.1 3 LK .・ 7.0 
4 P+薗 8.5 4 ! p.・+. 5.9 
5 p.・+. 6.8 5 ! p+(・圃 4.7
6 p.・+C田町) 5.1 6 p .(・・) 4.5 
141川置 4.9 4 印Kのみ 6.1 
5 I LK+・ 4.7 5 LK+・ 5.0
6 ! DK・. 4.4 6 山K+C園田 3.8-ー・ ・
7 p.回+口 4.0 7 p.・+C・.) 2.9 
2.5 8 Pのみ 3.8 8 p.・+口
9 p 'C田口〉 3.0 8 P+.+ロ 2.5 
7 I DK.C.園 3.8 7 山K.・+・ 3.2
8 I LK.(・・ 3.6 8 四四) 20| ......................... 
9 1 LDK+・ 3.4 9 山K'・+口1.8
10 p+(..)+掴 2.3 10 p+(田口 2.3 10 I LDK・.+・ 2.5 10 山K.箇/口1.6
10 DK +C・.) 2.5 10 LK ・・+. 1.6 




公室の規模について、福井市では延床面積の増大とともに rD KJから rL D K Jへと推移する
という傾向がみられる。一方、住宅雑誌では100m以下の小規模面積帯を除いておおむね rDKJが
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160rrf . 180rrf - 20rf--
図5 公室と居室の構成(延床面積別)
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公室規模別に保有率をみると、福井市では rL D K J 40%、 r L K J 43%、 r D K J 58%、 r K J 







れ、 rL D K Jでは180討を境界として19%から52%ヘ、 rL r:Jでは140rrfの前後で9%から40%
へ、 rDK Jでは10rfにおいて0%から45%へと保有率が急増している。福井市についても、 rL 
















「接続和室」の接続形式は、福井市で「両用 I型J53 %、 「一体型J39%、住宅雑誌で「両用 I
型J45%、 「一体型J41%と、この2タイプで大半を占めている。公室規模別にみると rL DKJ 










の増大にともない rD I~ J r K Jの56%から rL DKJの12%へと減少し、他の形式に分散してい
る。
6.まとめと今後の課題
以上、本論文では福井市と住宅雑誌の新築住宅についてその住空間構成の実態を検討し、住宅 1
階部分の住空間構成は「延床面積」に強く規定きれていること、また「居室の構成」と「公室の規
模Jには一定の連関的構造がみられること、さらに福井市と住宅雑誌とでは、その構造に違いがみ
られることを示してきた。
今後きらに、住宅 l階部分の面積との関係、 2階部分の室構成の実態等についての検討を踏まえ
たうえで、住み方調査により公室・居室の利用形態について検討をおこない、住空間構成の理念に
迫ることを課題としたい。
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